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地球を取り巻く空気の層，これが大気である．地上

気象観測で観測される大気よりも上空の大気は，地球

を取り巻く空気層のほとんど全部を占める．この気象

研究ノート「高層気象観測の発展と現状」は，このよ

うな上空の大気の観測（高層気象観測）に関する内容

である． 
気象研究ノート第 194 号「気象測器－高層気象観測

篇」が 1999 年 4 月に発行されてから，既に約 14 年が

経過した．この間，第 194 号で報告された「業務用ゾ

ンデ：RS-91 型レーウィンゾンデ」が，2010 年 3 月ま

でに RS92-SGP 型 GPS ゾンデへ移行した．また，「光

を用いた能動型測器：ライダー」についても，空港気

象ドップラーライダーが 2007 年 4 月に東京国際空港

（羽田空港）に設置され運用を開始している．このような気象業務における観測方法の変遷に対

応し，ラジオゾンデとライダーを中心に報告することが，今回の気象研究ノート「高層気象観測

の発展と現状」の目的である． 
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